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1 事業の目的
対
象
意
図

効
果

2 令和３年度（2021年度）に実施した事業の概要

3 事業を構成する事務事業（最小事業）実績
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4 この事業に関わる職員数（毎年度４月１日時点）

令和４年度（2022年度）行政評価シート【個表】

評価対象事業 評価者 文化課長 藤田　聡一郎

共生-31
文学館管理運営事業

自治事務 主管課 文化課

法定受託事務 関連課

総合計画上
の位置付け 分野 文化 施策の方針 文化活動の支援・推進

市民等

観覧や教養及び調査・研究に資するため。

鎌倉ゆかりの文学及び文学者に対する理解を深めることができる。

・　指定管理者制度により、文学館の効率的な管理運営を行った。
・　指定管理者との役割分担に応じた施設の維持管理を行った。
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事務事業
実施した主な事業

（主な経費等）
指標（単位）

令和３年度 令和４年度
達成度指標（実績値／目標値） 指標（目標値）

事業費（決算／当初）（千円） 予算額（千円）

文学館管理運営事業 文学館指定管理料
利用者数（人）

49,974 60,000 60,000
83.3%

71,444 71,444 70,944

文学館維持修繕事業 維持修繕料
-

- - -
-

3,005 4,067 5,061

危険木伐採事業 危険木伐採委託料
-

- - -
-

1,324 994 1,365

リスク分担金（市民無
料化）

市民無料化に係るリス
ク分担金 -

- - -
-

- - 7,782

財源
内訳

国県支出金

21

人件費　（千円）

地方債

その他特定財源 20 21

一般財源 75,753 76,484 85,131

事業費の合計　（千円） 75,773 76,505 85,152

9,104 6,149

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

0.0 0.0

1.2 0.8正規職員等 1.2

会計年度任用職員 0.0



5 評価結果

(１) 最小事業評価
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(２) 視点別評価

(３) 総合評価 ※最小事業評価を踏まえて、今年度以降の取組方針等を記載する

□ □ ■ □ □
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事務事業
指標分析の推移、
目標未達の理由

上位施策にどう寄与したか、
構成する事業としての妥当性

事業実施上の課題、改善点

文学館管理運営事業 新型コロナウイルス感染症拡大
防止のため一部事業を中止した
他、緊急事態宣言発令時には入
場者数を制限する等の対応を
行ったことが目標値に到達しな
かった原因として考えられるが、
令和２年度の実績値は大きく上
回る結果となった。

指定管理者の専門性等を生か
し、文化の支援及び推進に寄与
した。

定期的な事務打合せ及び意見交換を
継続し、指定管理者と意思疎通を図
り、適正な施設運営を行っていく。

文学館維持修繕事業 義務的な支出であり、指標の設
定には馴染まない。

利用者の安全かつ快適な利用
の実現のため。 -

危険木伐採事業 義務的な支出であり、指標の設
定には馴染まない。

利用者の安全かつ快適な利用
の実現のため。 -

リスク分担金（市民無
料化）

義務的な支出であり、指標の設
定には馴染まない。

より多くの市民に地域の歴史・文
化に触れる機会を創出し、次世
代へとつないでいくため。

-

0

0

0

0

0

0

効率性

事業費の削減余地はないか 2　事業費の削減が検討できる事業がある

事業の外部化（民営化・業務委託等）はできないか 1　実施済み

関連・類似する事業の統合はできないか 3　統合できる事業はない

妥当性
各事業の実施に対する市民ニーズはあるか 1　市民ニーズは変わらずにある

民間によるサービスで代替できる事業はないか 2　民間によるサービスで代替できる事業はあるが、民間による提供が不足している

有効性 事業の上位施策に向けた貢献度はどうか 2　目的達成のために手段（最小事業）を改善する余地がある

公平性 受益者負担は公正・公平か ○.負担導入済 ○-1　受益者負担を求めているが、その額や対象等を再検討すべき事業がある

協働 市民等と協働して事業を展開しているか ○.協働実施済

○-1　市民等と協働して事業を実施しているが、協働のあり方等の見直しが必要な事業がある

協働実施済の場合のパートナー 市民団体（不特定）

【今後の方針】 拡充 改善・変更 現状維持 縮小 休止・廃止

　文学館は本市ゆかりの文学及び文学者の功績を市民等に発信する場であり、また、本市の文化振興において重要な役割を担っ
ている。また、本市景観重要建築物である本館やバラ園を有する広い庭園等、魅力あふれる施設であり、コロナ禍以前は10万人
を超える来館者が訪れた年もあったことから、妥当性については「市民ニーズ」を「変わらずにある」とした。
令和２年度は、新型コロナウイルス感染症（以下、「新型コロナ」という。）の影響を受け来館者数が大幅に減少し、令和３年度も引
続きその影響を受けているが、徐々に回復傾向にあると考える。
今後も新型コロナの影響を受けることが予想されるため、普及事業においては新型コロナに対応した事業を実施していく。
　 市民団体等との協働事業は指定管理者によって既に行われているが、今後も地域文化振興に寄与するため、地域イベントとの
連携や庭園を活用した協働企画等を引き続き実施していく。
　 開館から30年以上経過し、施設・設備の老朽化が顕著であり、来館者の安全を考慮し、緊急度の高い箇所から随時修繕を行っ
ている。指定管理者とも連携して計画的な修繕を行っていくとともに、劣化調査結果に基づき効率的に保全を行う。効率性につい
ては、修繕の手法や緊急度によって優先順位をつけることで、経費削減の可能性がある。



【参考】

◎事業実施に係る主な指標

◎他市比較・ベンチマーク（県内外自治体など他自治体や民間団体との比較値）

指標（単位） 利用料金収入（円） 単位 円

指標設定理由 年次 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

指定管理者からの提案による数値目標
（指定管理期間が令和４年度までのため、
目標も令和４年度までとしている。）

目標値 37,880,000 31,000,000 31,500,000

実績値 10,152,950 16,706,040

達成率 26.8% 53.9%

指標（単位） 単位

指標設定理由 年次 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

目標値

実績値

達成率   

比較事項 建物延床面積・収蔵数

団体名 鎌倉市
県立近代文学館

（神奈川県）
大佛次郎記念館

（横浜市） 世田谷文学館
町田市民文学館

ことばらんど

他市実績
1,412㎡ 7,285㎡ 768㎡ 4,594㎡ 2,154㎡

86,743点 1,304,000点 71,000点 101,084点 69,495点

比較事項 総来館者数（R３）・１日平均来館者数

団体名 鎌倉市
県立近代文学館

（神奈川県）
大佛次郎記念館

（横浜市） 世田谷文学館
町田市民文学館

ことばらんど

他市実績
49,974人 21,200人 15,988人 49,378人 22,206人

167人/日 102人/日 54人/日 236人/日 113人/日

当該事業実施に伴う
他市比較に関する考え方

鎌倉文学館と同様に、その土地にゆかりのある文学資料を収集及び展示をする他施設の状況を把握することにより、客
観的に評価を行うために比較を行っている。
他施設の来館者数を比較すると、１日の来館者数平均は他施設と比較して多いことが分かる。


